
。 、。

市
制
２０
周
年
を
記
念
し
て
発
刊

新
市
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
せ
ん
か

恵
那
市
史

平
成
合
併
編
を
販
売

問
　
観
光
交
流
課
志
２
６
︱
６
８
３
０

※
郵
送
を
希
望
す
る
方
は
、
送
付
先
と
連

絡
先
を
記
入
の
上
、
代
金
を
現
金
書
留
で

文
化
課
宛
て
に
送
金
く
だ
さ
い
。
市
か
ら

は
ゆ
う
パ
ッ
ク
着
払
い
で
郵
送
し
ま
す
の

で
了
承
く
だ
さ
い

申
・
問
　
〒
５
０
９
︱
７
２
９
２
（
住
所

不
要
）
文
化
課
（
西
庁
舎
４
階
）
志
２
６

︱
２
１
５
３

　
大
井
ダ
ム
完
成
１
０
０
周
年
を
記
念
し

て
、
え
な
ハ
ヤ
シ
の
会
の
会
員
６
店
舗
が

恵
那
の
食
材
を
生
か
し
独
自
の
工
夫
を
凝

ら
し
た
「
大
井
ダ
ム
え
な
ハ
ヤ
シ
」
を
開

発
し
ま
し
た
。
各
店
舗
で
提
供
す
る
他
、

１２
月
開
催
の
大
井
ダ
ム
完
成
１
０
０
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
店
し
ま
す
。

■
販
売
概
要

□
発
売
日
　
１２
月
１
日
㈰

□
販
売
価
格
　
各
店
舗
に
よ
る

■
え
な
ハ
ヤ
シ
と
は

　
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
の
生
み
の
親･

早は

や

し
矢
仕

有ゆ
う
て
き的
ゆ
か
り
の
地
と
言
わ
れ
る
恵
那
の
ご

当
地
グ
ル
メ
。
次
の
二
つ
の
食
材
が
必
ず

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
恵
那
市
特
産
の
寒
天

◎
恵
那
山
麓
寒
天
育
ち
の
三
浦
豚

　
店
舗
に
よ
っ
て
は
、
地
元
の
古
代
米
を

使
っ
た
薬
膳
米
の
ご
は
ん
で
提
供
し
ま
す

大
井
ダ
ム
と
恵
那
峡
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

ダ
ム
型
の
ご
当
地
グ
ル
メ

完
成
１００
周
年
記
念

大
井
ダ
ム
え
な
ハ
ヤ
シ

　
市
は
、
市
制
２０
周
年
を
記
念
し
、『
恵

那
市
史
平
成
合
併
編
』を
作
成
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
１０
月
に
、
学
識
経
験
者
や
地
域

の
代
表
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
市
史
編
さ

ん
委
員
会
と
、
執
筆
者
で
構
成
さ
れ
た
専

門
委
員
会
が
発
足
。
昨
年
か
ら
本
格
的
な

編
さ
ん
を
開
始
し
、
本
年
１０
月
に
完
成
し

ま
し
た
。

　
合
併
か
ら
現
在
ま
で
の
２０
年
間
の
歴
史

が
地
域
ご
と
、分
野
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
、

市
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■
販
売
概
要

□
販
売
場
所
　
文
化
課
（
西
庁
舎
４
階
）

□
販
売
価
格
　
２
０
０
０
円
（
税
込
み
）

□
ペ
ー
ジ
数
　
全
３
２
５
ページ
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】
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▲大井ダムえなハヤシ（イメージ）

提供店舗 一押しポイント

お食事処金よし
（大井町）

品の字岩をイメージした唐揚げな
ど、恵那峡らしさを追及

c
カフェ
afeR

ロ ブ
ob恵那店

（大井町）
たっぷりのタマネギをじっくり煮
込み、毎日食べても飽きない味

金寿司（長島町） ルウに旨味たっぷりの飛騨牛を使用し、三浦豚のカツをトッピング

道恵亭（岩村町） トッピングにカボチャやナスなど、地域の野菜をふんだんに使用
エスポワール
（岩村町）

こだわりの自家製デミグラスソー
スとブレンドした深みのあるルウ

庵（明智町） ダムの自然をイメージしたブロッ
コリーとチキンカツをトッピング

えなハヤシについては、
観光協会ウェブサイトで
紹介しています▶

ぜひ買ってね！╲ ／

特
別
市
民
講
座

成
島
監
督
が
語
る
制
作
秘
話
と
演
技
の
世
界

５２
ヘ
ル
ツ
の

ク
ジ
ラ
た
ち
上
映
会

　
本
市
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
『
銀
河
鉄
道

の
父
』
の
映
画
監
督
・
成
島
出い

ず
る

氏
が
手
が

け
た
映
画
の
上
演
会
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を

行
い
ま
す
。

　
原
作
は
、
本
屋
大
賞
受
賞
の
話
題
作
。

『
５２
ヘ
ル
ツ
の
ク
ジ
ラ
た
ち
』
は
、
周
囲

の
ク
ジ
ラ
に
は
聞
こ
え
な
い
高
周
波
数
で

鳴
く
「
世
界
で
最
も
孤
独
な
ク
ジ
ラ
」
に

由
来
し
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
２８
日
㈯
午
後
１
時
半
～
５

時□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

か
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
民
会
館
、

各
コ
ミ
セ
ン
で
直
接
申
し
込
む
。

□
申
込
期
限
　
１２
月
２８
日
㈯
午
後
１
時
半

■
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
成
島
監
督
に
加
え
、
成
島
監
督
作
品
の

演
技
指
導
を
数
多
く
手
が
け
て
い
る
ア
ク

テ
ィ
ン
グ
コ
ー
チ
の
秦
秀ひ

で
あ
き明
氏
が
出
演
し

ま
す
。

問
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
志
２
６
︱
６
９

１
６ あらすじ

　傷を抱え、東京から海辺の
一軒家に移り住んだ貴

き
瑚
こ
（杉

咲花
はな

）は、虐待され、声を出せ
なくなった「ムシ」と呼ばれる
少年と出会う。かつて自分も
家族に虐待されてきた貴瑚
は、少年を見過ごすことがで
きず、一緒に暮らし始める。
　やがて、夢も未来もなかっ
た少年にたった一つの“願い”
が芽生える。願いを叶えたい貴

瑚は、過去に声なきSOSを聞
き救ってくれた安

あん
吾
ご
（志尊淳

じゅん

）
の声を聴くためにもう一度立
ち上がる─。

©2024「52ヘルツのクジラたち」製作委員会

◀市ウェブサイト
52ヘルツのクジラ
たちのページ

◀市歴史資料館整備検討委員会委員長
　可児光

みつ

生
お

氏

。

「
ま
な
ぶ
」
拠
点
施
設
に

新
た
に
整
備
す
る
資
料
館

新
歴
史
資
料
館
の

基
本
方
針
が
ま
と
ま
る

　
構
想
案
や
整
備
の
進
行
状
況
は
、
市
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
旧
岩
村
振
興
事
務
所
を
「
ま

な
ぶ
」
拠
点
施
設
と
す
る
整
備
を
進
め
て

お
り
、
２
階
に
岩
村
歴
史
資
料
館
を
移
転

し
ま
す
。

　
令
和
１０
年
度
の
開
館
に
向
け
、
歴
史
資

料
館
整
備
検
討
委
員
会
が
整
備
の
基
本
構

想
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
同
委
員
会
で
ま

と
ま
っ
た
基
本
方
針
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
基
本
方
針

　
新
た
に
整
備
す
る
歴
史
資
料
館
は
、
市

全
体
の
歴
史
資
料
館
と
位
置
づ
け
、「
ま

な
ぶ
」
拠
点
と
し
て
、
多
様
な
地
域
遺
産

を
保
存
継
承
し
ま
す
。

生
涯
学
習

　
小
中
学
校
の
地
域
学
習
や
、
市
民
の
学

び
を
支
援

　

ま
ち
づ
く
り

　
山
城
や
郷
土
芸
能
な
ど
、
地
域
遺
産
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援

歴
史
観
光

　
岩
村
城
下
町
や
中
山
道
、
日
本
大
正
村

な
ど
、
歴
史
観
光
の
入
口

問
　
文
化
課
志
２
６
︱
２
１
５
３

　新たな歴史資料館は、❶市民の学びやまちづく
りの拠点となる施設❷観光に訪れた方に歴史文化
を紹介できるような施設の二つの視点を大切にし
ています。
　ただ資料を収集保存し、展示・調査研究するだ
けではなく、多世代へ学びの機会を提供すること、
各地域の歴史文化を生かしたまちづくり活動と連
携していくことが大切です。
　市民に愛され、あってよかったと思える施設を
目指し、皆さんと一緒に考えていきたいです。

◀市ウェブサイト
新歴史資料館構想
案のページ

▲成島出氏

▲秦秀明氏
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